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未来に向かって

９月１０日(火)の６校
時に，新人総体激励会を
開催しました。今までチ
ームの主力であった３年
生が引退し，２年生・１
年生が主体となって臨む
初の公式戦です。
本校では，２年生が少

ないため，１年生も含め
て，まだまだ伸びしろの
あるチームです。大会で
すから勿論勝敗は大切で
すが，まずは，相手にひ
けをとらない強い気持ち
で戦い，今後の成長の礎
を築いてくれることを期
待しています。全力を尽
くして戦い，その先にあ
るものをつかんで来てく
れることを願っています。頑張れ，豊中健児！
保護者の皆様からのご協力・ご支援をよろし
くお願いいたします。

９月７日(土)に開催された招
待試合の結果です。

☆中仙招待卓球大会 男子団体優勝
☆第43回生保内中学校招待野球大会第３位

９月５日(木 )の午後，
中仙市民会館「ドンパル」
を会場にして，第41回少
年の主張秋田県大会県南
地区予選大会が開催され
ました。本校からは３年
の池田典太さんが参加し，
『合同チームに「感謝」』
という演題で発表し，優
良賞を受賞しました。内
容には，典太さんが１年
に野球部に入部し，３年
生の夏に合同チームとし
て，全県大会出場を果たすまでの軌跡が盛り
込まれています。部員不足や怪我等，栄光ま
での道のりは決して平坦なものではありませ
んでした。２年生のオフシーズンには，３人
で練習に励んでいました。そんな状況に，へ
こたれることなく，あきらめることなく挑ん
できた姿が発表を聴いていて思い出されまし
た。全文ではありませんが，その一端〈中略〉
を紹介したいと思います。
「・・・そして，三年生になり，野球部に

は新入部員が五名入りました。豊成・生保内
両チーム揃っての練習や試合も冬に比べぐん
と増え，迎えた春の大会。これまで鍛えた成
果が発揮され，自分でもベストのピッチング
ができました。守備の連携もうまくいき，第
三位という好成績を収め，驚いたのと同時に
自信がつきました。両校のメンバー同士も積
極的にコミュニケーションをとれていて，ベ
ンチの雰囲気も明るく，今までにない手応え
を感じ始めていました。ところが，五月の連
休中に行われた練習試合のときです。腰に痛
みを感じ，病院に行きました。診断の結果は
「腰椎分離症」。腰の骨にひびが入っている，
まずは三週間安静，とにかく治療に専念を，
と言われ，夏の大会までほとんどマウンドに
立てないまま，三年生最後の大会を迎えまし
た。痛みはだいぶおさまっている，と思いき
や，投げ始めてすぐに腰に痛みが走りました。
ですが，ここまで来たら，あとはもう完投で
きることを祈りながら投げ続けるだけです。
途中，ヒットを打たれたり，ボールが先行す
る苦しいピッチングになったりしつつも，味
方の援護もあって勝利を重ね，ついに優勝を
果たしました。試合終了後，野球部全員で整
列し，生保内中学校と豊成中学校，二校の校
歌を全力で歌ったときの感動は，これからも，
ずっと心の中に残ることでしょう。
三年間，さまざまな形で合同チームを組ん

できて，次々にチームメイトが変わることへ
の不安や，チームのメンバーが変わる度に，
細かい約束事や守備の連携などをひとつひと
つ確認する過程など，大変なこともたくさん
ありました。ですが，自分たちの力だけでは
野球ができなかったからこそ，自分やチーム
を支えてくれているたくさんの人たちへの感
謝を，より深く感じることができました。・・
・」

3年生の家庭科学習の
一つに「保育」があり
ますが，その実習のた
めに3年生がお隣の東保
育園を訪問しました。
中学生の大きいお兄さ
ん，お姉さんたちがた
くさんの遊び道具をも
って来てくれたので，園
児たちは大喜びで迎えて
くれました。
この日のために作った

いろいろな遊具に，園児
たちが大喜びではしゃい
でくれると，3年生の表
情にも満足感や充実感があふれていました。
また，園児たちの予想もしない動きに戸惑う
場面もあり，改めて子育ての大変さも少し垣
間見ることができたのではないでしょうか？


